
58

「すべての人に健康と福祉を」
麻酔の理解を深め、医療次世代事業の革新に触れる

～日本最大級の医療産業集積地「神戸医療産業都市」～

約1時間ほど見学した後に、疑問に感じたことや、健やかな「くらし」
を創造する為に必要なことなどをグループで話し合い、質疑応答の
時間をとります。

歯髄再生治療の取り組み、８K硬性内内視鏡による最先端の
手術室、滅菌室などをアテンダーの説明を受けながら見学します。

麻酔に関する歴史や麻酔法の進歩を学びます。
（※事前予約の状況により麻酔医師による説明も可能）

①麻酔博物館 自由見学

②国際くらしの医療館・神戸

③見学後に質疑応答

10:00～  ①麻酔博物館 自由見学（30分）
 ・プロローグシアター

「患者さんの生命を支える麻酔医科医」
 ・館内自由見学後、徒歩移動（約5分）

10:40～  ➁国際くらしの医療館・神戸
 ・アテンダーによる館内ショールーム・説明

11:40～  ➂セミナーホールまたは多目的室にて質疑応答

12:00頃  終了

実施場所:麻酔博物館（神戸市中央区港島南町1-5-2）
 国際くらしの医療館・神戸（同 港島南町1-3-1）

実施時間:平日10:00～17:00の間
所要時間:約2時間
実施可能人員:15名～40名
実施費用:お一人様 1,000円＋事務手数料
貸切バス駐車場:なし（乗降は可能、回送要）
最寄駅:麻酔博物館

ポートライナー医療センター駅下車徒歩１分
国際暮らしの医療館・神戸
ポートライナー医療センター駅下車徒歩６分

プログラムスケジュール例

『麻酔博物館』
麻酔の歴史とともに麻酔科医の仕事を紹介する日本医学会の中で初めての歴史博物館で
す。麻酔科医の仕事は、痛みをとることが中心ですが、近年では重症な患者さんの全身状態を
管理する領域へと活動の範囲が広がっております。最近では、心電図やパルスオキシメーターな
どのモニタ機器が開発され、麻酔科学は発展を続けています。

『国際くらしの医療館・神戸』
エア・ウォーター（株）が人々の健やかな「くらし」を創造する研究・開発拠点として2019年に
設立しました。館内は、研究・体験・交流による新たなイノベーションを創造する５つのフロアで
構成されています。医療・ヘルスケア・製品開発をテーマとして、主に・歯髄関連事業・８K映像
事業・周術期医療事業・医療関連サービス事業の製品案内や解説により、医療分野を学習
することができます。

22. 麻酔博物館＋国際くらしの医療館・神戸

※別途、事務手数料が必要となります【神戸市に宿泊の場合⇒１人あたり700円（税込）、日帰り・神戸市外に宿泊の場合⇒１人あたり1,000円（税込）】
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学習の流れ（モデル）

麻酔は、どのように役立っているか
を調べる。
パルスオキシメーターとは何かを
調べる。
歯髄が歯の健康にどのように
役立っているかを調べる。

麻酔の効果や麻酔科医の仕事を学ぶ。

新治療法である歯髄再生治療を理解する。

８K内視鏡カメラの鮮明な画像で、より
信頼性の高い手術モデルを学習する。

麻酔の進化により、医療にどのように
役立っているかを振りかえる。

医療技術の進化で、未来に役立つ
ことは他にないかをグループで話し合い
発表する。

麻酔科医の仕事内容とは?

産官学・医師・メーカーの連携
は必要かを考える。

麻酔科医が麻酔以外の仕事で活躍して
いる内容を学ぶ。

医療・ヘルスケア・農業・食品に関わる
生活系のソリューションを学びます。

命に関わる緊張感のある仕事に対して
自分達で気付いたことを発表する。

産官学・医師・メーカーの各々が健やか
なくらしを創造する仕組みを話し合い、
発表する。

事前学習 現地学習 事後学習
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① 「麻酔」「くらしの医療全般」を理解する
② くらしを創造する研究・開発拠点を見学する
③ 自分の生活に置き換えて未来の生活を考察する

学習のポイント

22. 麻酔博物館＋国際くらしの医療館・神戸
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